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ロイド博士はイギリス出身の環境生理・環境人間工学分野の研究者です．2016
年にラフバラ大学で学位を取得され，ポスドクを経て同大学で講師を勤めてお
られます．これまでJournal of Applied Physiologyなど多数の国際誌に論文を発表
するとともに，Ergonomics (Taylor & Francis) のAssoc Editorも務めています．講
演会では，ロイド博士の研究のうち①複数の環境ストレス（寒冷＋低酸素な
ど）が人のパフォーマンスや生理的応答に及ぶ影響（Lecture 1）や②環境生理
学・体温調節分野における産学共同研究（Lecture 2）についてご紹介頂きます．
体育・スポーツ・健康科学を含む様々な分野で役立つ内容が期待されます．

Lecturer (Assistant Professor) in Environmental
Physiology, Loughborough University, UK

アレックス ロイド博士

ラフバラ大学（イギリス） 講師

Lecture 1

日時：2月19日（火） 10:0011:30

場所：新潟大学教育学部B303教室

■連絡先：新潟大学人文社会科学系 天野達郎 amano@ed.niigata-u.ac.jp 025-262-7161

第４回 運動と環境生理学に関する学術講演会

The role of combined stressors in human 
performance and physiology 

Lecture 2

日時：2月19日（火） 13:0014:30

場所：新潟大学教育学部B303教室

Industrial collaborations in environmental 
physiology and thermoregulation

本講演会の一部は平成30年度新潟大学海外研究者招へい事業の支援を受けています
（天野達郎（人），村山敏夫（自），田中誠二（人），檜皮貴子（人））


